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   Apocryphas are, in biblical literature, works outside accepted canon of the scripture. They arrived 
in medieval Russia through Slavonic translation of Byzantine literature. The author in this bulletin 
provides the translations and the commentary of following five medieval slavonic apocryphas. Their 
outlines are as follows:
(1)  A Story of Akir the wise: Akir, an able minister and counsellor of Assyrian Empire, had been 
plotted by his nephew and sentenced to death by his king. However, a friend of Akir gave him 
shelter in his own house. In absence of Akir an Egyptian pharaoh gave hard problems to the 
Assyrian king and threatened to send troops if Assyrians could not solve them. The Akir’s friend 
confessed to their king that Akir was alive and Akir, who was then forgiven, solved the 
pharaoh’s problems. Akir took revenge on his nephew. The minister Akir was mentioned in “the 
Book of Tobit” of the Old Testament.
(2)  An Eriphery’s Story of twelve Fridays: Friday is a special day for Christians because Jesus 
Christ was crucified on Friday. This story explains why and how in a calendar twelve special 
Fridays should be venerated.
(3)  A Story of Melchizedek: Melchizedek, “a king of justice” in Hebrew, is an enigmatic character in 
Holy Scripture. This story describes how Melchizedek was born and hidden in the background 
of Holy Scripture.
(4)  An Aphroditian’s Story: The episode of the arrival of three magi is popular theme of the New 
Testament. This story is based on that episode of the Holy Scripture, and describes how in the 
East, that is, in Persia three wise men came to be sent to Bethlehem to celebrate the birth of 
Jesus Christ. 
(5)  A Story on the King Abgal: Abgal, a king of Edessa in Osroena kingdom, was suffering from 
leprosy, and wished Jesus Christ to come to Edessa to realize a miracle. Jesus, instead of 
himself coming, sent him a towel, with which Jesus wiped his face and in which the shape of his 
face was left. This was believed in the Christian world to be the first icon of the Savior. This 
story is the incarnation of the idea on icons “acheiropoietos = made not by human hands”.
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189番15世 紀、 国 立 歴 史 博 物 館 ヴ ァ フ ラ メ エ フ 集

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































らした記念日は、教会暦では 3 月 25 日（グレゴリオ暦 4 月 7 日）にあたる。
18　 キリストを信じないか、信仰が揺らぐ人々を「迷える羊」のイメージに喩えることは、『ペトロの手紙　一』2 章 25 節、『ヨ
ハネによる福音書』10 章 1-17 節参照。

























































19　 主の昇天祭は、復活祭後 40 日目の木曜日にあたる移動祝祭日である。この祝日は新約聖書『ルカによる福音書』24 章
50-53 節、『使徒言行録』1 章 9-12 節のエピソードと結びついている。キリストは復活したあとも 40 日間地上に留まり、
そのあと、弟子のまえに姿をあらわして彼らを祝福し、昇天した。この事件の記憶は、4 世紀から 5 世紀にかけてキリ
スト教徒によって祝われるようになった。正教会の 12 大祭の一つである。





できた子がイシュマエルで、その子孫がアラブ人になったと考えられた。注 26 のизмаильяне は「イシュマエルの子孫」
の意味でやはりアラブ人を指す。
22　冬を送り、春を迎えるロシアの祭、マースレニツァの別名。西欧の謝肉祭にあたる。
23　ペテロとパウロの祝日は、6 月 29 日（グレゴリウス暦 7 月 12 日）に祝われる。
24　 『出エジプト記』7 章 19-22 節参照。ファラオにユダヤ人を虜囚から解放させるために神がエジプトの国に送った最初の
罰がこれであった。神の命令に従い、モーセとその兄アロンは、杖の一撃でナイル川を血に変えた。
25　8 月 15 日（グレゴリウス暦 8 月 28 日）。
26　中世ロシアでは、アラブ人を指す。
27　8 月 29 日（グレゴリウス暦 9 月 11 日）。
28　 9 月 14 日（グレゴリウス暦 9 月 27 日）。コンスタンティノス大帝の母、聖大后ヘレナが、エルサレムでイエス・キリス
トが架けられた十字架を発見したことを記念する祭事で、12 大祭の一つ。






























なかに天使を見た。Порфирьев И. Апокрифические 






込んでいる。Яцимирский А.И. Библиограчический 
обзор апокрифов в южнославянской и русской 

















































31　『詩篇』100 篇 4 節。
32　『ヘブライ人への手紙』7 章。










































































































































































Библиотека литературы Древней Руси.Т.3., СПб., 
























ついての物語』に由来するものである（Bratke E. Das 






























































ている。Бобров А.Г. Апокрифическое «Сказание 
Афродитиана» в литературе и книжности Древней 































































































































































































































































































































































































































































50　『マルコによる福音書』4 章 24 節。












においては、ルカは腕の立つ医師として知られていた（『コロサイの信徒への手紙』4 章 14 節）。ところが、6 世紀くらい
からルカが画家だったという伝説が現れるようになる。歴史家のテオドロス・アナグノストスは、皇后エヴドキアがエルサ
レムから福音書作者ルカによって描かれた聖母像を送ってよこしたという記事を書いている。ニキフォロス・カリストスが
伝えるところによれば（『教会史』6 巻 16 章）によれば、ルカはさらにいくつかの作者として認知されていた。


























































































56　 リトラはギリシアの重さの単位で、12 オンスに相当する。ギリシア人はこのイコンにたいして、200 人のムスリムの捕
















































Библиотека литературы Древней Руси.Т.3., СПб., 
1999. С.276-281, 400-402.
57　 聖像は 944 年 8 月 15 日にコンスタンティノープルに入りまずはブラケルナイ宮殿に入った。翌 16 日、ロマン・ラカペ
ノスの息子ステファン、コンスタンティン、その女婿コンスタンティン・ポリュフィロゲネトス、総主教テオティラク
トスを先頭とした華やかな行進で、聖ソフィア大聖堂に運びこまれ、そこから聖母ファルの宮廷つき聖堂に運びこまれた。
А.А.Васильев. Византия и арабы. С.255.
